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安全・安心な社会の構築に資する科学技術政策に関する懇談会中間報告（概要）

検討の背景

「安全・安心」に関する
我が国のこれまでの状況

安全・安心な社会の概念

平成１５年９月 安全・安心な社会の構築に資する科学技術政策に関する懇談会

検討の目的

科学技術の検討の必要性

安全・安心な社会の構築に向けた
科学技術政策上の課題および

関連する社会制度的課題を検討

安全・安心な社会の
構築が必要

安全・安心を脅かす要素の増加： テロ活動、新興・再興感染症、治安の悪化、等

社会的な変化
・価値観のゆらぎ・多様化
・個人の安全意識低下
・未知の危険の波及可能性上昇 等

・相互依存性の高まり ・人工インフラに依存した生活
・個人の影響力増大 ・科学技術への不安感 等

安全・安心な社会を巡る諸情勢の変化

科学技術の発展によって起きた変化

目指すべき安全・安心な社会とは

安全の確保に向けた不断の努力の継続を前提としつつ、

① リスクの極小化と危機管理の充実した社会

② 未知のリスクに柔軟に対応ができる社会

③ 安全に対する個人の意識が醸成されている社会

④ 信頼により安全を人々の安心へとつなげられる社会

⑤ 安全・安心な社会に向けた施策の正負両面を考慮し合理的に判断できる社会

を目指すべきである

・安全で安心な社会の構築に向けた科学技術政策上の重要課題および関連する社会制度的な課題の抽出

・第３期科学技術基本計画に向けた事前検討

• 深く考えなくとも一定レベルの安全・安心が得られてきた

• 安全・安心に対する受動的な態度と「宿命論」的な考え方

• 全ての対策が一律に扱われ、重点化されにくい

我が国における
「安全・安心な社会」の変質

• 安全・安心に対する意識と投資が必要な社会

• 安全・安心な社会を実現する技術の基盤強化は、経済
力・技術力を背景とした我が国の安全保障上重要

• 国民の安全・安心に対する関心の高まり
・安全・安心な社会の構築に大きく貢献する力を有する

・科学技術の側から積極的な提案を行い、社会制度的
な対応と一体となった取り組みが不可欠

安心とは何か

安全とは何か

安全・安心な社会の構築に向けて取り組むべき課題と対策

・リスクと受容レベル
・国際貢献度

・不安要素の大きさ
・近年の顕在化の度合い 等

重点課題抽出のための検討軸

事故 自然災害

犯罪・テロ

サイバー空間の問題

健康問題 環境・エネルギー問題

安全・安心を脅かす要因

①暮らしの基盤である社会システムの安全・安心
・情報ネットワークの信頼性、
・都市防災
・大規模プラント・交通システムの事故対策

②人の生存を脅かす問題からの安全・安心
・新興・再興感染症
・環境問題

③人為的な脅威からの安全・安心
・フィジカル・セキュリティ （人物識別、危険物探知・監視、情報収集 等）
・サイバー・セキュリティ

喫緊に取り組むべき課題

耐災害性・日常防災力強化予防困難・低い発生率大都市災害

危険物探知、監視・情報収集危険物使用・意図介在テロ攻撃

流入阻止、感染経路遮断病原体の移動性感染症

暗号・認証による不正アクセス防止

特徴に応じた対策

高い匿名性

リスクの特徴

サイバー犯罪

ケース・スタディの目的：共通的な対策とリスクの特徴と対策の対応関係の抽出

技術的対策
・被害予測シミュレーション
・心理的悪影響のケア
・リスク・コミュニケーション等

・リスクに共通的な対策

・リスクの特徴と対策の対応関係

社会的対策
・被害回復のための助成・支援
・教育、専門人材養成
・適切な情報提供 等

対策の検討のためのケース・スタディ

技術的対策と社会的対策の
両面から検討

①政策目標設定および科学技術的・社会制度的対策実施
②安全・安心を脅かす要因に対応する基礎・基盤の整備
③安全・安心に係る知識普及や意識醸成
④国際社会との協調

我が国として進むべき方向

政府の役割

科学技術的課題に取り組むに当たっての重要事項

・突然の緊急事態に対応可能な幅広い科学技術力の保持及び即応体制の不断の整備
・安全を安心として個々人に実感してもらうための研究の推進
・研究基盤の整備（学問領域の構築、調査分析、人材育成）、安全教育
・地域社会における産学官民の研究ネットワークの構築

・国際標準の決定作業への積極的関与
・安全性向上のための国際協力・貢献

①科学技術分野横断的かつ産学官民が一体となった総合的な取り組み

②安全・安心を脅かす事態に対応するための不断の基礎・基盤の形成

③グローバリゼーションを視野に入れた国際標準や国際貢献への対応

重点課題の抽出
（作業継続中）

※文献、新聞記事、白書、
世論調査等を参考にして
分類・整理

対策の検討

安全・安心な社会の構築に重点的に取り組む姿勢の明確化

安全かつ安心できる社会

重点課題抽出・対策実施 国民の安全意識醸成

我が国として進むべき方向の大枠

・明確な政策目標の下、分野横断的で迅速・有機的な連携によるプロジェクト的対応
・技術的対策と社会的対策の一体化
・ボトルネックとなっている事項の解決の優先化
・市民参画による社会的合意形成

・・・・・

※本年度末まで
に実施予定


